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	年　度
	校　種
	講座番号

	平成２９年度
	小・中・高・特
	２１２０
	


授業改善講座　高　国
～生徒が「学びたくなる」授業のデザイン～

１　ねらい　
　国語を学ぶ意義と魅力を生徒に伝え，生徒の心に火をつける授業・デザインの在り方を古典分野と現代文分野に分けて，優れた授業実践の参観と授業研究会を通して学ぶ。
２　対象及び定員　
　高等学校及び特別支援学校の国語担当のうち，具体的な授業改善の必要を感じている教員（講師を含む）。また，小学校・中学校の教員で高等学校の国語の授業を参観希望の方。（定員 各Ｇ ２０人）
３　期　日　　　前期　Ｇ１：　　　　６月３０日（金）古典分野　
　　　
　　　　　　　　後期　Ｇ２：　　　１０月　５日（　）現代文分野
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　＊前期，後期の両方の受講が望ましいが，１つだけの受講もできます。
　
４　会　場　　　前期（古典分野）：中津商業高等学校
　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　
　　　　　　　　後期（現代文分野）：岐阜北高等学校
　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　
　　　　　　　　なお，研修の欠席・遅刻等の連絡は下記へお願いします。
　　　　　　　　　　　　電話　０５８－２７１－３４５６（教育研修課　専門研修係）
５　当日持参資料（必須ではありません）
午後の実践交流で使用する資料
・授業で使用して効果があったと思われるプリント等。
・教材研究などの際に参考になる書籍等。

・その他，参加者で情報交換するとよいと思われるもの。
６　日程と内容　　
	期　日
	時　刻
	研　修　内　容
	講　師

	第１日

6/30
（金）
	１０：１０
１０：４０
	【オリエンテーション】
・講座の目的，趣旨，日程説明等
	講座担当者


	
	１０：５０
１１：４０
	【国語科研究授業参観】

・古典分野の学習指導の授業実践参観

・授業者　永井　佑　教諭

・単　元「検非違使忠明」
・教科書　（数研出版　新編国語総合）

・クラス１年Ａ組（商業科）
	授業者　

高等学校教諭

	
	１１：５０

１２：４０
	【授業研究会】

・テーマ「生徒の主体的活動による授業の展開」
	授業者　

講座担当者

	
	１３：３０

１５：００
	【グループ別検討会】

・学校の実情を踏まえた古典分野の協働的学習指導の実践についてのディスカッション
	授業者

講座担当者

	
	１５：１０

１６：００
	【研修のまとめ】
・本日の研修内容を明日からの実践に役立てるためのまとめ
	講座担当者

	第２日

10/5
(木)

	１０：００
１０：２５
	【オリエンテーション】
・講座の目的，趣旨，日程説明等
	講座担当者



	
	１０：３５
１１：２５
	【国語科研究授業参観】

・現代文分野の学習指導の授業実践参観
ＩＴＣ機器を活用現代文の視覚的指導

・授業者　坪内有美子　教諭

・単　元「〈私〉時代のデモクラシー」宇野重規
【国語総合】
・クラス１年　組（普通科）
	授業者

高等学校教諭

講座担当者

	
	１１：３５
１２：２５
	【授業研究会】

・テーマ「生徒が主体的に学ぶ授業のデザイン」
	授業者

講座担当者

	
	１３：３０
１５：００
	【グループ別検討会】

・学校の実情を踏まえた現代文分野の協働的学習指導の実践についてのディスカッション
	講座担当者

	
	１５：１０

１６：００
	【研修のまとめ】
・本日の研修内容を明日からの実践に役立てるためのまとめ
	講座担当者


※当日の日程については，実施校の都合によって変更する可能性があります。決定次第この要項でお知らせします。
□備　考
・欠席，遅刻，早退などの手続きは，教育センターＨＰ上の「研修講座に申し込む」→「受講についての案内」のページを参照の上，所定の様式にて届け出てください。
・この講座についての問い合わせや急な遅刻・欠席等の連絡は，以下にしてください。

　　　　０５８－２７１－３４５６（教育研修課　専門研修係）　　　
平成２８年度受講者の声





・「明日からできる」「自分もできる」ヒントをたくさんいただけた。


・生徒が教え合う授業の実践を見て，生徒が「できる」ことに感動した。


・「知る」ことと「分かる」ことの違いを考えさせられた。








